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論文内容の要旨
本論文は日本の伝統的手話言語 (JSL ， Japanese Sign Language) を言語学的に分析・記述したもの




は] S L) の構造・体系を明らかにして，手話言語学の基礎を固める乙とを目ざしている。
本論文は 3 部から成り，第 1 部は「手話言語の概説J ，第 2 部は「手話言語の構造J ，第 3 部は「手
話言語と文化」である。
第 1 部第 l 章は「手話言語の定義J であって，一般のジェスチャーとの区別を論じている。
第 2 章は「手話言語の歴史J であって，明治の聾教育の中で「手勢法j が考案され，速記者たちがさ
まざまな子指法を考案した乙とをはじめ，資料の紹介を含めて，従来明らかではなかった] S L の歴史
を記述している。
第 3 章「手話言語の種類」では，同時的手話・伝統的手話・中間型手話の 3 種類があり，また地域に
よって語形が違う乙とを述べている。
第 4 章「手話言語に対する関心J では，社会一般の関心が1981年の国際障害者年から急速に高まった
が，行政中心であったことを述べている。





第 2 部は本論文の中心で、あって，第 1 章「手話因子論」では，手話単語を構成する最小単位の設定・
種類・特徴，その結合の仕方と制約を扱い，手話言語を構成する要素を「手話因子J と名づける。乙の
手話の 3 大因子(子の位置・手の形・手の運動)は，単語ごとに具体的なものであり，これを下位概念









が J S L の少ない手話単語を補って多くの機能を果たすことを述べている。
第 3 章「手話統語論j では，アメリカの手話言語 (A S L) とイスラエノレの手話言語の語順研究の方
法論・問題点をあげ，語順を中心に. J S L の文構成の法則を述べている。その基本的語順は SOV で
、あり，文の中心は動詞とその変容であるが，変容が格関係の決定に重要な役割を果たしており. J S L 
は空間の配置と運動の方向と上体移動という，空間と視覚とを十分に利用して文を構成するものである
点に特徴がある乙とを論じている。
第 4 章「手話語嚢論J では，多義語の種類とその起因，意味の反対ばかりでなく運動方向の反対でも
ある対義語の表現の特徴，および，基本語嚢の特徴を述べ，総じて J S L の表現はASL に比べて表意
的であって，日本語の表記体系が反映していることを論じている。
第 3 部第 1 章「手話言語の特徴J では，五つの特徴として，同時性・図像性・非手指運動的機能・視
覚的制約・コンテクス卜への依存をあげている。
第 2 章「聾者の文章J では，聾者が書く作文への J S L の影響を調査し，彼らの作文l乙 J S L と一致
する点が多く，彼らの J S L がその作文に影響を及ぼしていることを述べている。
第 3 章「文化とのかかわり」では，手話言語に取り入れられたジェスチャーが，その属する文化と別
個に独立しては存在しないことを述べるとともに，手話言語iζ敬語が発達しない理由を考察している。





の定義・歴史・現状・研究史等の第 l 部(約90ページ)，および手話言語の特質その他の第 3 部(約40ペ














一方，手話単語の形成には，身体運動・視覚性等からする制約があって，現在の J S L の単純語は約
1 千語，複合語を加えて語嚢約 2 千数百語にすぎないが，それらを活用し変容することによって，動き
の様子・数・テンス・アスペク卜などをこまかく表現し分け，時には，上体の動き・表情・目の向きに
も類型としての意味を持たせていることを記述している。新見を含めて，有益かっ示唆lζ富むところで
ある。
形態論に当たる手話形動論は，手話言語にあっても統語論(構文論)とのかかわりが大きいが，品詞
の区別が明瞭でなく，助詞・語尾変化もない手話言語では，複合語の構成が主要な課題であって，その
内的意味関係を 7 類15種に分類して記述している。とくに副詞(句)は手の運動をジグザグにすること
によって「ジグザグJ の意を表わし，強く運動させる乙とによって「とても・非常にJ の意を表わすな
ど，変容による表現が多いという指摘は注目すべきことの一つである。
手話統語論では，基本的語順 SOV と基本的構文のほか，その変容(上体移動と方向変換)によって
格関係が表わされる乙ともあることなど，ここでも変容の役割が指摘されるほか，自動詞文・他動詞文
・受動文・使役文等への言及があるが，これらについては，まだ精密な記述が果たされているわけでは
ない。今後の課題のーっと見られる。
手話語葉論では，抽象上位概念語が少なく，基本的機能動詞用法の「かける・つける・とる・ひく」
等を欠き，慣用句もどく少ないなどの手話言語の特質に対して，指文字の使用による意味の細分化をは
かることなどを提案している。建設的意義を持つことと思われる口
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本論文は，一般の言語研究者にとって有益な記述が多い。音声言語との体系的比較がほぼ理解できる
乙とも評価しうる。論者の久しい手話体験，とくに伴侶との間での体験は，研究に深みと幅を与えてい
る。
もとより，言及した二三の問題点もあり，残された課題も多いけれども，本論文は，論者の研究者と
しての資質能力をよく示すものである。学術博士(課程)の学位申請論文として，十分価値あるものと
認定する。
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